
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みのエコライフ・チャレンジは、川崎市の省エ

ネルギー推進を目的に、省エネグループが２００５

年から開始した、学校を通じて夏休みに家庭で実践

する省エネの活動です。省エネグループとしては活

動の原点の一つで、重要な位置づけの活動です。 

しかし２０１３年は、夏休み７日間では５年生７５５

人が、チャレンジするにとどまりました。２０１２年（９

５８人）より減ってしまいました。このままでは年々減

少の危機は免れません。そこで思い切って出前授

業の実施校との打ち合わせ時に参加を働きかける

と、意外にも出前授業の学習効果と結びつくという

ことで、１２月現在５６３人の

追加参加が得られました。出

前授業の学習効果には気が

付いてなかったので、これか

らの夏エコ活動の参加者を

増やすという発展に大きなヒ

ントを得ました。 

チャレンジ後の感想 

「楽しかった」と、「大変だっ

たけど楽しかった」の、合計

が７６％になりました。 

「チャレンジ前に家族で話

し合った」が、約４０％にとど

まりました。家庭で家族一緒

にエコライフが狙いでもある

ので、もっと、チャレンジ前

に、家族で話し合って欲しい

と思いました。 

節電量（２０１２年と２０１３年の電気使用量の差） 

参加してくれた家庭（１７８家庭）の節電量は、１７

６９kWh の増加でした。（１家庭の平均値は１０kWh

の増加） 

二酸化炭素削減 

皆さんが活動してくれた７日間の一人当たりの平

均は、約０．７kg-CO2 でした。 

今回参加してくれた７５５名が一年間活動を継続す

れば、約２８トン-CO2（この二酸化炭素を吸収する

杉の木の本数に換算すると、２，００９本）という大き

な成果になります。 

一人一人の活動では成果は少

ないですが、皆が協力して、そし

て継続して活動をすれば大きな

力になることを示しています。 

夏休みのエコライフ・チャレンジ

は、もっともっとチャレンジャーを

増やすことが早急の課題です。 

上述した出前授業実施校への

提案のほか、 

1）実施前の説明方法の改善 

2）実施時期の検討 

3)動機付けの方法 

4)アンケート用紙の改善 

など関係先や学校の先生方と協

議して、夏エコチームで詳細な検

討をして改善したいと思います。 
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出前授業 

夏休みに貴重な体験などをして来た子ども達が

学校へ戻ってきた９月早々から、出前授業を再開し

ました。どの子ども達も、改めて勉強に取り組んで

いこうと目が輝いていました。これらの子ども達と環

境のことを一緒に勉強できる幸せが、そこにはあり

ました。 

 ９月～１１月は、７校、１８クラス、５７７名の５年生

の子ども達が、「温暖化とは－見て、触れて、感じて

－」、「節電にみんなで取り組もう」、「はっぱはえら

い」から選んだプログラム内容で約２５分間の講義、

その後の約１５分間の「発電体験・電気の見える化

の体験」に熱心に取り組んでくれました。そして、地

球温暖化の現状、エネルギーの大切さなどを理解

してくれました。授業終了後の子ども達の感想は、

「 地 球 が

大変なこ

と に な る

の で 、 防

ぎたい」。

そこで、自

分で取り

組むエコ

の内容を

具体的に

たくさん考

えてくれま

した。 

イベント 

９月に入ってからも、各地で開催されるイベントに

ブースを構えました。今年の夏は、１１月初めまで暑

い日が続く異常気象でしたが、暑い中でも、ブース

に訪れて頂いた市民の皆さまに、発電体験を通して

省エネ・節電の大切さを理解してもらうことができま

した。 

１０月２０日は、毎年出展していた「いいじゃん川

崎」のご都合で実現しませんでしたが、代わりに川

崎市役所本庁舎前の駐車場で開催される「連連連

つなごうかわさき」に朝早くから準備をしました。当

日は朝から風雨が強く悪天候の中での開催でした。

その影響で、会場を訪れる市民が少なく、昼を待っ

て片づけて、足取り重く帰路につきました。残念でし

た。 

 １１月２４

日に夢見ヶ

崎動物公園

で開催され

た「日吉まつ

り」に参加し

ました。今回

は素晴らし

い天気に恵まれ、朝からたくさんの市民が訪れて忙

しい一日でした。 

体験を通して省エネ・節電の大切さを知ってもらい

ました。 

町内会等への学習会 

1０月～１１月には、自治会・町内会で環境学習

会を開催。 １０月６日（日）に「丸子住宅管理組合」

３０名、１０月２３日（水）に「平高山自治会」の１５

名、台風の影響で雨の中で参加いただいた１０月２

６日（土）に「虹ヶ丘 1丁目自治会」の９名、１０月３１

日（水）に「宮前区ＰＰＫ」１５名、１１月５日（火）に麻

生区の「かよう（火曜）会」の４０名が参加されまし

た。学習会の内容は、地球温暖化の現状、家庭の

省エネ、節電は家計の節約、電気代の仕組み、マ

ンション共用部の節電などで、参加された住民の

方々は、真剣に耳を傾けて頂きました。特に、家庭

の省エネの仕方や、電気料金の仕組みなどに頷き 

 

 

ながら熱心に聞いて頂いたのが、印象的でした。 

同時に温暖化センター、３Ｒ推進グループが説明

を担当した

ゴミの分別

について

も、９月か

ら全市で始

まったこと

を受け、熱

心に聞いて

おられまし

た。  

 

 

 



 

消費電力を３年間で半分以下に！ 

            川崎市地球温暖化防止活動推進員 

                    石川 潤一 

■はじめに 

省エネには特に意識しない生活を送っていました

が、震災を機に「省エネ」「創エネ」「蓄エネ」に目覚

めました。集合住宅暮らしのため、まず「省エネ」、

それも節電から取り組んだ３年間でした。震災前(２

０１０年)の半減化は２０１３年に達成しました。震災

前は如何に浪費していたか本当によく分かりました。 

■まず待機電力 

震災の後、待機時消費電力(待機電力)がクロー

ズアップされ、わが家でも計測

可能な電気製品すべての待

機電力を測定し、大きいもの

の使用廃止やプラグを抜くな

どしました。 

測定にはＣＣセンター（川崎

市地球温暖化防止活動推進

センター）が貸し出している

「ワットアワーメーター」を使用

しました。わが家でのワースト

４は、古い電気製品が主ですが 

 ・液晶ＴＶ（番組表自動取得ＯＮ） １７Ｗ 

 ・ミニコンポ（１９９５年製）   １１Ｗ 

 ・エアコン（１９９６年製）     ４Ｗ 

 ・ビデオデッキ（２０００年頃）  ２Ｗ 

新しい電気製品の待機電力は１Ｗ未満と思われま

すのでそれ程気にすることはないでしょう。 

■電力の見える化 

川崎市を通じてJST-LCSのモニターに応募し、２

０１１年５月に「省エネナビ(CK-5)」を設置し、ほぼリ

アルタイムで家庭

全体の総電力と個

別３カ所（エアコ

ン、冷蔵庫、ＴＶ）の

モニタリングが可

能になりました。 

このように「見える化装置」を導入しますと常時／

日々／月ごとに使用状態が分かりますので、自然と

省エネ意識が高まります。 

■省エネの具体的方法 

具体的な省エネ手段は年度別に下記のような項

目です。特に目新しい内容はありません。 

＜２０１１年＞ 

・「待機電力」の徹底的な削減（上記参照） 

・「保温」をやめた （電気ポット、電気釜） 

・常用エアコン ３台→１台 （生活のコンパクト化） 

・発熱電球４個のＬＥＤ化 

・扇風機１台追加（計２台） 

＜２０１２年＞ 

・冷蔵庫（１９９５年製）の故障による買替え 

・ＬＤＫの照明２カ所点灯→どちらか１カ所点灯 

・省エネ扇風機１台追加（計３台） 

・東側すだれ 

・リビング直管蛍光灯４本のＬＥＤ化 

・電気コタツをやめて、 

小型ホットカーペット＋毛布、スリッパ、セーター 

・冬ベランダ発電で小型ホットカーペット使用 

・豆電球（５Ｗ）４個→ＬＥＤ化（０．５Ｗ） 

・外出励行（近隣のＫＳＰ等へ） 

＜２０１３年＞ 

・ダイニング蛍光灯→ＬＥＤ化 

・デスクトップＰＣ２台→１台 

・ノートＰＣ２台→１台 

・更なる生活のコンパクト化（和室を使わずリビング

に集中） 

 

なお、旧式冷蔵庫の買替えは大きな節電（＋節

約＝元が取れる）と分かっていたのですが、稼働し

ている冷蔵庫を廃却するのは抵抗がありました。そ

の悩みの中、２０１２年に故障となったのは幸いでし

た。  

私のエコ体験 
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私達省エネグループでは年間２回勉強会を実施

しています。前期は川崎市を中心に環境問題・省エ

ネ問題を熱心に事業として推進する民間企業、後

期は行政側から温暖化対策等の法制やそれらの取

組みを中心とする研修会を行っています。今回は１

１月２８日に川崎市役所の北川係長による「川崎市

における地球温暖化対策の推進」「環境省の関連

事業の概要」を中心にした講演をお願いしました。 

「川崎市地球温暖化対策推進基本計画」の理念

を骨子として、

地球温暖化

対策の現在

の目標と取組

み、来年度以

降のＣＣ川崎

エコ会議等を

中心とする取

り組みの検討等を、又環境省関連事業では、基盤

形成事業やコンソーシアム事業に私達省エネグル

ープはいかに取り組むかの事例を交えて分りやすく

お話をして頂きました。いかに私達が地域での地球

温暖化防止活動に協力し、いろんな分野の方達と

の連携が大事か勉強になりました。 

 

IPCC、第５次評価報告書（第 1 作業部会）を公表！ 

国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）は、第１作業部会の第５次評価報告書を６年ぶりに９月２

７日公表した。地球温暖化と人間活動について、第４次評価報告書同様「温暖化については疑う余地がない」

とし、二酸化炭素（CO2）排出など人間活動が温暖化を招いた可能性については、一歩進んで「極めて高い

（９５％以上）」とした。また報告書では「ほとんどの陸域で極端な高温の頻度が増加することはほぼ確実」と

している。平均気温の上昇等は以下のとおり。 

（１）観測事実では、１８８０年～２０１２年において、世界の平均地上気温は０．８５（０．６５～１．０６）℃上

昇し、１９７１年～２０１０年において、海洋の上部（０

～７００ｍ）では水温が上昇していることはほぼ確実

である。 

（２）将来予測では、１９８６年～２００５年を基準と

した２０８１年～２１００年の平均地上気温は０．３～

４．８℃、海面は０．２６～０．８２ｍ上昇する可能性が

高い。 

（３）過去２０年にわたり、グリーンランド及び南極

の氷床の質量は減少しており、氷河は世界中で縮小

し続けている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―ご意見をお寄せくださいー 

  本紙に対する、ご意見、ご要望、ご感想、更には皆様のエコ情報・体験などを下記へお寄せください。 

皆様と共に、地球環境を維持するため、「楽しく、かっこよく、得する」エコを実践していきたいと思っています。 

連絡先 

  川崎市地球温暖化防止活動推進センター  省エネグループ 

  〒２１３－０００１ 川崎市高津区溝口１－４－１  ノクティ２ 高津市民館内 

  ＴＥＬ ０４４－８１３－１３１３     ＦＡＸ ０４４－８１３－１３５０ 

  Ｅ-mail ： office@kwccca.com 

  ホームページ：http://syo-ene-group.sunnyday.jp/homepage/ 

発行責任者：省エネグループ代表 八木洋一 
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川崎市における地球温暖化対策の推進 

川崎市環境局地球環境推進室 

北川 友明 係長 
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